









Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
I
観光学研究 第4 号2005 年3 月 113
日本人英語学習者の英語聞き取り能力に関する一考察
短文聞き取りにおける調査から

































1 ）3 ～8 単位語文の聞き取り






























































































































































































































































































名詞句 と連結動詞で構成 されていて、名詞句は1 語あるいは冠詞のみを伴う文で最 も基本的文型
である「名詞句 十連結動詞（be ）十名詞句」一 例文1 及び2 についてのテスト結果は表II のとお
りであ る。
＊注：表中のNo.l 、No.2、…No.lO はそれぞれ例文1、例文2 … 、例文10を、Detは冠詞、Comp は理解度を示
す、またO はその項目を正しくdictationできていることを示す。
〔例文1 〕Daveisafreshman.

















































































































































































































































ばNo.l とする）ではDave は聞き取れていたが補語のfreshman をFrenchman と聞き誤っているた
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〔例文2 〕文意把握度13／40（32.5% ）


























































































































































































































































































（Dave ）と（hasdecided の特にdecided）が聞き取れていないNo.5 、No.6、No.7 、No.8、No.lO、No.l5
、No.20は文意把握度はO である。したがって、そのどちらか一方が聞き取れれば文意把握度
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例文5 は「名詞句十連結動詞(be) 分詞十名詞句十Prep十動名詞十名詞句」で名詞句は主語に英
語の固有名詞、動詞句はworry を使用したcollocation(連語)、理由を表す前置詞for を使用し、目
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文構造の異なる6 単位文の例文8 、9 のテスト結果はそれぞれ、表VⅢ、表K に示した。
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〔例文8 〕文意把握度9 ／40(22.5 ％)
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表X ではfewer ～than が聞き取れていた例はNo.3 の一例のみであった。またthe 、fourthyear（第4
学年）の意味理解ができていた例はNo.l とNo.3 のみでこの2 例だけがそれぞれ、文意理解度1
と2 を示したのみで他はすべてO であった。
7 ）聞き取り困難語の聞 き取り率と文意把握度との関連性について
例文1 ～10 で見られた聞き取り率の低かった（1）英語の固有名詞Oregon(Dave は複数回出てい
るので省いた），（2）難語あるい は意味把握が困難と考えられるsophomore,expenses,thefourthyear,
数のonehundred, （3）比較 を表わすlonger,cheaper,fewer 、 につい てその聞 き取 り率 と被験者の
文意把握度を相関分析しその関連性をピ アソン相関係数で みた。 まず個々人のこのテストにお ける
文意把握度の総和の偏差平方和をSyy 、上記の対象語に関し て個々人 の聞 き取 り率の偏差平方和をSyy
として:Sxy
＝0.86VSxxXSyy
（Sxx ＝273.2,Syy ＝490.55,Sxy ＝314.78）
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